
2019 年 12 月 16 日 特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 

第２回東京都ひきこもりに係る支援協議会 

~ひきこもり者を抱える家族の立場からの現状報告~ 
特定非営利活動法人 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会  

本部事務局長 上田 理香 
 

１、家族会の現状  「80-50 問題への予兆」 

【長期高年齢化傾向】 

KHJ 家族会の実態調査（2018）では、全国の

家族による回答者 304 名中、40 歳以上の本人

を抱える家族は 93 名であり、40 代以上の割

合は調査対象者の約 3 割（31.3％）。（昨年は

29％であり、高年齢化は進んでいる） 
東京都豊島区にあるひきこもりの家族会

「NPO 法人楽の会リーラ」（KHJ 東東京支

部）の会員でも 30％近くは 40 代以上を抱え

る家族である。（現在の登録会員は約 290 家

族）。 
 
【高年齢ほど長期化傾向】 

KHJ 家族会の実態調査（2018）では、ひきこ

もり平均期間は 12.2 年。中でも、40 歳以上の

方を対象とすると、平均ひきこもり期間は 18
年近くに及んでいる。 
高年齢ほど、長期化している傾向が見られてい

る。 
 
 

【家族の高齢化と不安の高まり】 

親の高齢化が進んでいる。当会の全国調査

(2018)では初めて 65 歳を超えた。楽の会リー

ラでも、60 代以上の家族が 60％以上となって

いる。 
高齢化に伴い、家族の心労の高まりも見られ

る。不安症の疑いを抱えている本人、家族の割

合は、３割以上に上っている（本人 37.2％、家

族 33.3％）。 
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【 兄弟姉妹からの相 談は高齢世帯

（7040、8050 問題）が中心】 

親の年代は、70 代、80 代が 7 割以上を占

める。また、相談の 88％は親と別居し、

状況が見えないという不安の声である。 
親の経済状態、生活費、相続、介護の時は

どうすればいいかなど現実的な不安があ

るが、親が相談に消極的で話しが進まな

い。「本人を刺激するので本人に関わらな

いでほしいと言われる」。 
兄弟姉妹の何とかしないという焦りの背

景に「親亡き後は自分が面倒をみなけれ

ばならないのか・・・」という不安があ

る。親戚からも「兄弟なんだから」という

暗黙の期待を感じて苦しい。 
しかし、その不安を「これまで誰にも話

せなかった」という強い孤立感を抱えて

いる。 
また、兄弟自身も、就活、婚活、自分自身

の人生への不安も抱えている場合も多

い。 
 
 
２、家族からの声、相談状況～現在の不安と将来の不安～ 

 
＜現状の家族の不安＞ 
・本人へのかかわり方がわからない（会話がなくて考えていることがわからない） 
・本人が支援機関、医療機関へ行ってくれない。 
・相談したくても、地域では知り合いがいるのではと思い、足が遠のく。 
・子どもと別居しているが、連絡が取れない（返事がない）ため、様子がわからず不安。 
・誰にも話せる人がいない。わかってくれる人がいない。 
 
＜親亡き後の家族の不安＞ 
・孤立状態への不安 

「親亡き後、本人と繋がる人がいない。本人は孤立してしまうのではないか。 
本人の生活上の困り事をサポートしてくれる窓口が欲しい」 

・経済状態、生活への不安 
「年金で貯金を切り崩して生活し、先行きが不安」 
「介護が必要となった場合、どうなるのか」 
「（兄弟）自分が面倒を見なければならないのか」 
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＜本人の不安＞※注１ 
・孤独。理解者がいない。「家族も自分のことを分かってくれない」 
・地域の人の目が気になって昼間外出できない、電車に乗れないので、自転車、徒歩でいける 
地域での居場所が欲しい。 
・親の介護が必要になり、負担が増えてしまった。※注２ 
 
＜支援や相談に対する葛藤（家族、本人）＞ 
・「年齢制限はありますか？」（最初の一言で多い質問） 
・公的支援機関へ相談しても「本人が相談機関へ来なければ相談を受けられない」 
・相談しても「本人を連れてこないと」や「育て方を責められるのではないか」と不安 
・過去に支援機関で、嫌な思いをしてから行けなくなった。 
・どこか他人ごとで、親身になって聴いてくれない、たらいまわしされる 
 

 
※注１楽の会リーラの電話相談（月、木の 13 時～17 時）では、40 代（全体の 40％弱）、50 代以上（15％
強）の相談が顕著に増えています。最高齢は 72 歳のひきこもっている女性からで、何処に相談したらよ

いか、これからの事が心配との相談、など。 
 
※注２地域包括支援センターを対象とした 8050 事例の対応に関する調査報告（KHJ2018）では、約 3 割

で本人が親を介護。（親の介護をきっかけにヘルパーとの関係を持った事例もある）。また無職の子どもと

同居する高齢者の半数は 50 代の子どもを抱え、4 割の高齢者は親戚など誰ともほとんど行き来がない孤

立状態だった。家族全体の包括的アセスメント、支援体制が必要であることをが示されている。 
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＜参考資料＞ 
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３、家族会の相談支援と他機関との連携状況について 

 
【広域家族会と地域家族会】 
・広域家族会は都道府県単位で活動。地域家族会は市区町村単位で活動。 
 
【地域家族会連絡協議会】 
・地域家族会 18 か所（2019 年 11 月現在）の家族会同士によるネットワークが 2018 年 9 月に発足。 
・NPO 法人楽の会リーラは当連絡協議会の事務局として、種々の支援を行っている。 

 
【活動概要】 
ひきこもりの家族（当事者を含む）同

士が、お互いに支え合いひきこもり

からの回復を目指して自主的に活動

する団体。強制的ではなく自発的に、

こういう会（場）があったらいいねと

いう形で発足、実施。最近では、ケア

マネ、民生児童委員、一般住民の方を

対象に、ひきこもりへの理解促進を

目的とした講演会を通じて家族会と

関係機関とのネットワーク作りも促

進。 
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【各市区町村での地域家族会と関係機関の連携例】 
・足立区：絆のあんしん連絡会（ケアマネージャー、民生委員、町会役員、等） 
・北区：民生児童委員対象（2 回実施済）、地域包括支援センターのケアマネージャー対象の講演会 
・江戸川区：民生児童委員と東部圏域熟年相談室との懇談会 
・東大和市：見守り・声掛け活動協力員（市民対象）１０月 24 日（14 時～１６時） 
・日野市：ケアマネージャー対象の講演 
・世田谷区：地域ケア会議での講演 
・三鷹市：地域包括支援センターケアマネージャー対象の講演 
・稲城市：多摩地区の社協同士のひきこもり勉強会 
他に、武蔵村山市、豊島区、目黒区、小金井市、荒川区等で計画中。 
＊以上いずれもひきこもり事例を持ち寄り、地域家族会及び楽の会リーラのピアサポーター、 
家族会と協働するカウンセラーなどが家族、本人目線で対応のヒントを提供。 

 
【参考】地域家族会での活動事例：東京都北区の赤羽会 
平成 25 年 8 月 1 日設立の任意団体。 
会員数 20 名（3 月 31 日現在） 
①家族会「赤羽会」は２ヶ月に１回（土、日）開催。 
②居場所開設（ひきこもりの社会参加応援、当事者が、地

域に繋がるための場所）開催日、場所が固定化された安心

できる居場所が欲しいとの要望を受けて開設。 
 
 
【北区での連携事例】 
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＜参考資料 NPO 法人楽の会リーラの居場所「葵鳥」毎週 (水)（金）13 時～17 時＞ 
※KHJ 発行「ひきこもり家族会・居場所マップ」（2018）より 
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＜参考資料＞ 
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